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防疫用殺虫剤のハイのウジにたいする効力拭斡*●殺虫剤の生物試駁にかんする研究 第4報
犬'時 折･-k 持 細 大 (充都大群g!即 ;那 雅 致室･汝都大別 ヒ畔駅北Trr統岬 如 E.)21∴l.:･0嘆け

Ⅰ 緒 ･音

殺虫前段'tS脚 話すべき約1の修i,トはその方状が抑留で∫

ちぎということであるいすなわち軌'J･･による誤差が小さ

いことである.約2山 王,その方法がなるべ く現'Cllこ即

-していることが望ましいO'蕪畑の効力つ川封的な差粥が

.正確に77{されると同舟 こ,Jo:0おのq準用を蛾卿こldi'FT】

した均合わ効果が.試験紙光からほほJI蛇 できるよう.tj:刀_

淡が理想的であるO.しかしながら,このような方法を見-

目すことは多くり場合なかなか困難であ?て,L'つの惟

作のうちどちらかを犠矧 こし扇f柑i'ならないよ.うな場

介がしばしは起る｡たとJぇば試験方状に戸 て柳 の日

印I勺な劾ソ)がいちL:るしく､興るようなときには'EL搾 る

だけ耽捌 勺な討頃-h状を;琶び,正確T,'i:は供紋別 まの仰 木

軟や試験同数を･̂･きぐ㌻ることによって,附 っなければ

ならない｡ .

､;I(!.I-Kらは1､イのウジ紺 料としてFJ,･妓州校州 の苫独
効ソ柁絶･,Ji!するための脚t切 払をTi!めようと■して,･日払

/ll:や･TJ順 次などをいろいろ試みたがJいずれも梢J'足する

ようなW.ln1-はfrl･られなかったO成山に･くらべてウジは舵

* ､ n本棚 ミ放射 勿協針騎血効･検査所血相洗郎 11gr･好
親棟 r).

抗L)Jがい･なじるしく拭く弼邦字川 柳り脚 喝させただけで

はなかなか死なないo'そのうえ生死の判別がはなはだ排

しし二〇そこで,押 印がPm こ捌 け られた場合をV,･綴じ

て,以下述べるような既視TEの繋矧 こ長時間接欄させる

F,址 ,i.1卿 各防疫朋除虫菊石油乳剤の検定を行ってきた｡･･

ここにこの方法による結果の1つを例にあげて統計的な

_I一一-

_検討を加えてみようと思うO

粥刑の調製その他にづいて多大の授動を卯えられた)A

朴大･_Fi!化Pf与研爽III;i-CTL･;-m utl',1.のrrlt'':,ならびに班鰍や■汁

3粍 LT判 ってい･/I.rlいた相:.'JI:I-7･lt･に招く航 朴㌻るo

Jl 材 料 と 方 讃 I

_供託鞘伺:除虫菊伝油乳剤,-I)DT石油乳軌 _石油孔
刑の3校である｡すべて武田研究室で調製されたもので.

その虚カは妨1儀 の.ごきくーであるO-これらを原液と'L七

瞳々の割合に水でうすめたもDをFRLや.I
､ 供試良虫 :イェ,1･イ jl/u･yc-do的CFticJL･の約5令幼

虫を用いた｡一2500所1-i過去でイース トを加えた馬糞に′

I.よって開封したものである 0

7mi:内剛 .ibm,7.㌔さ1･I.Ocl･1ゐr:ヤ二レに新鮮な

.I.蛸 30gをとr){その血こ槌kの側かこ水でうすめた供

ー 9.
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第1表 一供 試乳 剤 の盛 方

/.
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I 針 -,-∵分-1日誌管副鎧F臥家風
β一･98%徐虫菊エキス(g)

DDT (g)

短⊥油 - (co?
ヨネ ゾ-ル ー(め

ロー ト油 rg)
水 (f10.)一一

ベ ン トナイ ト (g)

試乳剤 10ooを-様にそそいだのちf/ジを･20何体入れヽ. I
る｡.rdlじ.ZFlのyヤーレで窃トをしてウジの逸脱を防いで

i'500 の恒lhV.縫 ゐなかに数那 封放密し,賂化するかしな
＼ ノ

いかによって.LJiPtfを判別する.1つの試葵について同じ

一･)'斑除を25回鮎 した｡なお封別 しては水を用いた｡
.ヽ

一二q･甲声 と 者′森 .(′
3校の乳刑および封日割こおけるx個体死んだ･yヤTI/

の数Jを約2劫こ示すoD.Ei稀障虻である｡

/ 1 - 7/
の第 r+1番目の頭で表されるotlたがってN回筑験を

繰返t;たとするとrの期待定数Fは -

N (q+p)n

~の展開矧こ相雷するO-この珪験では n=.oO,N=∑f=

25で._あるQ ところが第2表をみても到るようl羊故FE個

体数'Tは多くの場合きわめで不規則に分布していて2項

1-分布とちなすことは無理である02gt分布とキなしてよ

ー いかどうかを拭際に披定するには,I/がかなり大きいと

やには

x2諸学 ･､

が近似的喋自由民 NTlのxo･今枇 することを利用す

～ 'るが,この場合はJが,_Jlさいからこ申方法は不適常であ

る｡FLbnE.lt(19ご･1)~によると,3現分布をする小試料で

一は撒布指数~ー- )

xq･=

N

∑f(7･-7)_ .■
-npq I I

-はだいたい自由民 N-1の x2分布をするものとみなし-/

′ / 第･2表 ′劫 死 個 体儀 の 分 布 (I) 一 てさしつかえないO
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からこれを統計帖
N 1

-`p-普 .I

L で招き換えるOこの∵二r-
li,1台自由性は=･1であ

って撒布指数が ･lLl.

lJr3 1 9 .･･1 13..9SOより大きければ

1 L 1 1 ･0 10.01以下の危険率でl

試料が2明分布をす
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160120ll
封潔く永)匝 4

るという恨詮は黙て

られるoi江帆こ計井

してみると x2はい

つも非常に大きくな

るO的3衣に除虫菊

石油孔何にかんする

ものLj左:'7:-,すO

/｡-

ある乳液によってウジの死ぬ確率を p･死なか 砲率､ 第3表/除虫菊石油乳矧 こよる致死個体数の撒布指欺
を q(=1-Zi)とすると,箕験方法が十分精密であもな

＼

らば,n萌JOうち欄 が死ぬ確率は理論的に2現即 日
(q十 P)7･

10 ~ .1･ i

__/

らば･轡 うち禦 警 竺率- 緑 帽 展開 芸
10 20I .40 60 160 .120

91.9 259.913142.9 68.-0 103.0_48.1
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このようた犠布摂政b;大きなrlL'lhこなるlt胴 としてはL･f.:.-;モ

昆虫の抽伽 ;mndol･lでなかもたこと, .【蝿 と粥刑の

況 りかたがJ細 でなかったこてなどが-P,･えられろ｡これ

/らの訳か 世馳 除 くことは州 であるから,この方法

によってふt験をtfうときには托取回艶 N (+たわちyヤ

ーL'の放)をなるべ く大きくする必質h:,あるO

つぎにIDと平均致死百分率 pxltOO･tの.W旅を約4範

に示す.′封照の水では 0:S% であるO

虜4表 稀捲比T)にたいすき致死7=7分率 ,PLxlOO

D l 5 10 sO 40 SO 160 3_00 6･10

7T虫T菊
石油乳殉
1)I)ll
r17n乳刑

石油乳和

･91.67･1.029.6ll.ll ･1.･1 2.8
ヽ

90.83-).･11O.2ll.8 ■iT.0-0.8

83.07_0.-rtl10.0I(ち.6 5.･1 1.2 I

＼淡渡を0=1003/D として･'pの正郎 陥 凧差 yを:

27=logOにたいしてとつたところの弊政せられため喫･致
■-I

死率関取ま的1何のようになも言包ju土除虫菊石油乳軌

親九はDDT石油乳和,混 丸は石lLb乳剤であや｡

第 T的 班換せられた濃度･致死率調洋とそれより計辞

したLn)締れ軌 rtl丸は除虫菊石地孔軌 p-Ⅰ･とp-∬ は

乍o節l,的∬糾好.-a:緑 ,･H.JLはDbT石油乳札 D･

-1とD･Jはその節1,.節∬眺 即晒 ; 巴蕊 九は石油利

和 ･'矢印は姉Ⅰと節∬bJ跡 江緑との交点｡

除虫菊石油乳咽 と DDT石油乱咽とにおいでは国師

ill脱l刈円かに .o?の部分に分れているO 的 1回和泊:紘

'>こ

′■■ _

P･ⅠとD･'Ⅰと叫 引卦一致しているが,これは石油乳剤 p

の回田瞭Kとは異ったものであって,石油の致死作用は

袈軌 こは現 ttていないO主刑である pyFtthr:nや tDT)T .

と補助洞とゐあいだに棲株な相互作用があるものと推定

せられる) l
計_rpによIyDて求めた回線直線

●

i y､-÷(冗--)Ill :~~

の paradctcrである標準偏差 Uと中央値 m,おLよび回

蹄直線 と即 僻 とのあいだの x等はたいする確率 L七 を

第 5表だ示すO ､

'第5表 頂 柳 窪線の p･1,r皿ユCter,､標準偏差 Uと帝 .

する確率 Pr

U､l ･m I I:J･

Io霊 l o.:?,I:

･l o･･1･ll l･81卜 o･Lll
ヽヽ

DIDを除 くほかはすべて L',が o･oT'よ.I)はるかに大

きいから1次変換の仮設は双てな くて もよいO

個々の斑験における致死個体取Pが 望TJl分布をしてい

るという恨詮は熟てられたけれ ども.牲段の回教N如 f7

常大き-く●して 漣耽-致死牢固舶紅綬 を冨悌 iこiち て求め

るならば,以 上の方法による殻虫動力の到憩 こはかな り

Ⅳ 要 約
＼

ー防疫岡殺虫剤の検定のために筆者らがこれまで採用 し

てきた,-うすい葉液を加えた腐糞のなかでウジを飼育し

て蝋化の有無によって生死を判別するとい うカ法を紹介

しその1つの結果を統計的に吟味した｡甲田のうちの致

死個体数 Pは理論的に期待せられるように :7現分布をす/＼

るとはみなし柑ないが,このような供験をかな F)の回教

繰iE{Lて 洗兜･致死牢固飼狂騒 を別井 してみると全体と

しての訳窪はそれほど大きくはない{ -～
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二 (Chntrihutiol､SrrtT･.i･the I)ivisionoi7iio41両 ,PJrCthruやⅠ仰fN,Ction.liurcauofJA1品 円押 ial
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＼

On･tlleLethaLEffcctsofthe打ouseholdPyrethrum Emul･qiontotllePupaofthc･'i 'l--I

T..con!ptonIIouse-Mosquito(("l7ex--PL･pic"S'･!ar･.クulel;･SCP,UJfL,:TT)･- Stugie･sontheBib･~/

logicalAssay､OH nsectic･JdeS･V･-SumioNAOASAwA･ P,9(.T.qk"i･占 L/aly'んto,y,7.1Stitute-ro,
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PrL,du,JtAss)Ohlion･Receivcd小 rul,1919/tlolyu:K･,Oaku12:12｢18･19･19(With伽glisllR血111-i,1-.18).

防度徐虫菊有油乳剤dァカイエ カ蛸に封 する殺 虫効果に軌 ､て亘 .-殺 卑剤や生物試射 こ関する由

究 弟撃 .長 洋二サ 五 (車 如 毒 見lyf癖 ･･W革 中 空 轡 桓 除嵐頑 準 盤朗)
巴･I･4..l受仲-､

＼1 --■

r 鳩 .･言

/ さきに.Il一;弱く193･1,.19LO5a･b･0,1938,19.19)rけPro-

/-ー rbhl･(･･Lt.I･.Iこよる軸足致死制 帽 (D-1V曲線)1攻撃塊の

殉んど完全に近い計許方法を統計理論の上に木成して,

＼jlJf界に大いなる黙読を捜したが,光年大洋 ･長揮(19･17)

はこれを遊髄に3'i2虫用の効力の衣宗法に関するひとつの

さて米むi･rl,完--1した｡即ち,回蹄方位式の特性を示すふたっ∫
の Par- .etcrlI及びqを結合した)工+kqむ用いて軸

IylLW')k-jC有効致死最,絶対if効度,布効jL･立,有効'E鵬

仰 ぐ市と与た｡而 して本鰍 ま.g)'控訴放射石油乳叫の持つ

殻虫生理機限吾関する考矧 羊はllILず｣も?ばらその出

物試験法とiJA効淀の衣,=1'1-班に就いて翰対し,乳糊の相対

,.的な航(Ltlfを論じたもめであるO

~ 本文に入るに先立ち,継始WB篤なる御伽.Qと別伝｣力/ _

,Lをあたえ､られた京駄犬･-Elf-1農学部武5'･三確 投,内田伐郎/I

, 教授'理嬰部大洋麿琴fAFt･士,-化解析兜町大野稔畑土細め

し

凄 ,有勇がH滋濃比等をrjif適し,有離 iT鼓,有効-空偏差に_

きろ-'*級の閃.Fiiにもふれ その内3次のものを常用に速 二一

んJiのが大れである｡而し1{これは既に大智 (1918)**',
~ -'大極 ･長揮て19118),長揮 (1919)等に伐って粍際にも適

川 されてjf効'Eの.Q校がなされているDL

1018隼EZ''yt:省は防塩拾虫菊石油乳剤数瞳の生物試験.ーヽ

玲･′立をアカイェカの鰍 こ拭い7:行ったが,今回夫れ唾のI

J結果を一羊の1,.1射 こ去§いて吟味併 寸し,併せて;lE老あ行つ
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